
  

 

  

☑
大
き
な
到
達
を
築
い
て
目
標
達
成
し
た
秋
の
拡
大
月
間 

 

秋
の
拡
大
（
仲
間
増
や
し
）
月
間
は
、

9～10
月
の
2
カ
月
間
で
5
年
ぶ
り
に

拡
大
率
4.5
％
突
破
と
い
う
大
き
な
到
達
で
310
人
の
新
た
な 

仲
間
を
迎
え
入
れ
、
文
字
ど
お
り
全
分
会
が
一
つ
に
な
っ
て 

本
部･

支
部
目
標
を
超
過
達
成
し
、
7000
人
に
迫
る
11
月
現
勢 

6941
人
支
部
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
群･

分
会
の
皆
さ 

ん
、
家
族
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

☑
秋
の
火
災
＆
地
震
共
済
推
進
月
間

 
 

 
 

 
 

 
 

 

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
…
「
火
災
」
と
「
地
震
」
に
備
え
て
、
頼
り

に
な
る
東
京
土
建
の
「
火
災
と
地
震
共
済
」
の
W
（
ダ
ブ
ル
） 

加
入
を
仲
間
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。 

↓
で
は
群
会
議
で
何
を
す
れ
ば
イ
イ
の
↓ 

 

新
加
入
者
は
、
火
災･

地
震
共
済
の
メ
リ
ッ
ト
ど
こ
ろ
か
存
在
す
ら
知
り

ま
せ
ん
。
「
知
ら
な
か
っ
た
…
」
「
教
え
て
も
ら
え
な
か
っ
た
…
」
と 

い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
丁
寧
に
説
明
し
て
加
入
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。 

 

火
災
共
済
の
加
入
者
は
地
震
共
済
を
追
加
し
、
住
宅
に
対
す
る
保
障
を
東

京
土
建
で
一
本
化
し
て
「
利
便
性
」
と
「
安
心
」
を
得
ま
し
ょ
う
。 

失
効
者
の
な
か
に
は
、
失
効
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
仲
間
も

い
ま
す
。
「
万
が
一
」
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
で
す
。
共
済
の
メ
リ

ッ
ト
も
理
解
し
て
い
る
失
効
者
の
仲
間
へ
再
度
加
入
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

☑
「
予
算
要
求
は
が
き
（
財
務
省
宛
て
）
」
回
収
の
月 

 
 

今
年
度
さ
い
ご
の
「
予
算
要
求
は
が
き
」
運
動
。
先
月
の
群 

会
議
で
配
っ
た
回
収
の
月
と
な
り
ま
す
。
100
％
や
り
き
っ
て
、 

要
求
額
を
確
実
な
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。 

☑
仲
間
と
家
族
の
命
と
健
康
を
守
る
「
女
性
健
診
」 

 
 

 
 

 

女
性
限
定
の
健
康
診
断
で
す
。
こ
の
機
会
に
組
合
員
も
家
族
も
受
診
を
。 

【
と
き
】
12
月
5
日
（
日
）
…
11
月
19
日
（
金
）
申
込
〆
切 

【
と
こ
ろ
】
島
村
記
念
病
院
（
40
人
） 

＊
カ
ッ
コ
内
は
定
員
。
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了 

☑
分会

新
加
入
者
（
組
合
初
心
者
）
説
明
会
に
参
加
し
よ
う 

 
 

 

「
組
合
に
加
入
し
た
け
ど
群
・
分
会
の
仲
間
の
顔
と
名
前
が
分
か
ら
な

い
」
「
同
世
代
や
同
業
種
の
仲
間
を
つ
く
り
た
い
」
「
組
合
の
意
義
や
制
度

を
知
り
た
い
」
そ
う
し
た
仲
間
の
た
め
に
、
分
会
は
「
組
合
説
明
会
」
を

開
催
し
て
く
れ
ま
す
。
加
入
歴
3
年
未
満
の
仲
間
は
も
ち
ろ
ん
、
3
年
以

上
の
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
東
京
土
建
の
こ
と
を 

理
解
し
、
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充
実
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

【
統
一
開
催
日
】
11
月
24
日
（
水
）
午
後
7
時
30
分 

＊
詳
し
い
日
時
や
会
場
な
ど
詳
細
は
群
役
員
ま
で 

 

☆
今
月
の「
集
会
」
☆

 

【
と
き
】
11
月
30
日
（
火
）
午
後
6
時
30
分 

【
と
こ
ろ
】
練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル 

【
内
容
】
講
演
…
安
達
智
則
「
ど
う
変
わ
る
か
日
本
の
政
治
、 

ど
う
変
え
る
か
練
馬
区
政
」【
参
加
】
分
会
3
％
（
2 号
動
員
） 

☆
今
月
の
「
署
名
」
協
力
の
お
願
い
☆

 

安
心
し
て
く
ら
せ
る
社
会
の
実
現
求
め
て
。
…
【
群
3
枚
（
5
人
連
記
）】 

消
費
税
5
％
へ
の
引
き
下
げ
を
求
め
て
…
【
群
3
枚
（
5
人
連
記
）】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

10 月 31 日に投開票した衆院選は、自民が単独過半数を確保し、自民・公明で

「絶対安定多数」を確保しました。自民党は過半数を維持したものの、コロナ対

応の無為無策で退陣した菅首相に代わり岸田首相で選挙に臨んだ結果、公示前よ

り 15 議席減の 261 議席となりました。小選挙区では、党の要である現役幹事長

が史上初めて小選挙区で議席を失った甘利氏をはじめ、政権中枢を担った大物議

員らが野党統一候補に敗れるなど、今後の党運営に大きな打撃となりました。 

対する野党は、「市民と野党の共闘」を前面に押し出してたたかったものの、

獲得した議席は当初の予測を下回る結果となりましたが、候補者の一本化をはか

った 214 の小選挙区のうち 62 で大激戦を競り勝ち、競り負けた選挙区も勝利ま

であと一歩に迫ったところが少なくないことから、野党第一党も含めた共通政

策・政権協力・選挙協力の三つの合意による野党共闘でたたかった初めての選挙

戦としては、大きな展望が切り開かれています。一方、前回衆院選で躍進した希

望の党の議席の多くは、旧状打破をめざす地域政党的な見方で共通する維新へ流

れる結果となり、改選前の 4 倍近い 41 議席を獲得しました。 

今回の衆院選で、残念ながら有権者にはコロナ禍によって浮き彫りとなった医

療崩壊や格差と貧困の拡大をはじめ、自公政権がこれまで推し進めてきた様々な

政治のゆがみに対する「怒りが政治に向いていない」課題があらためて鮮明にな

りました。また、若年層の自民支持率は依然として高く推移していることや、組

織票が有利に働く投票率の停滞も大きな課題として残ります。 

そして、政権交代で国民の命とくらしを守ると掲げた「市民と野党の共闘」の

存在が、有権者に広く認知されなかったことで、国民置き去りに 

推し進めてきたアベ・スガ暴走政治に対する受け皿になり得なか 

った点は、課題である半面、今後を展望できるものともいえます。 

消費税の減税や戦争法をはじめ「戦争する国」づくりにストップを公約に掲げ

た野党が議席を伸ばせなかったことで、岸田政権は「国民の信を得 

た」と、私たちのくらしと仕事に危険な政策を急加速させる恐れが 

あることから、これからの諸運動はどれも大きな局面をむかえます。 

衆院選の結果、自民・公明に加え、維新の議席で改憲勢力は衆院で改憲発議に

必要な 3分の 2議席を上回ったことを受け、岸田首相は「党是（とうぜ・政党が決め

た根本方針）である憲法改正を積極的に進めたい」と発言するなど、選挙公約に明

記された改憲に加え、敵基地攻撃能力の保持、国家安全保障戦略の改定や軍事費

倍増など同盟強化、軍拡方針がいよいよ実行に移される危険性が強まっているこ

とからも、憲法と平和を守るたたかいは、いよいよ正念場をむかえます。 

また、所得の低い人ほど負担の重い最悪の不公平税制である消費税に対して

は、減税を提唱した野党に対し、自民・公明は一切触れなかったことからも、私

たちの要求である消費税減税の道は遠のき、中小業者の営業を奪うインボイス制

度の導入を食い止めるたたかいも大きな山場をむかえることになります。 

来年は春に練馬区長選、夏に参院選があります。これら様々な課題に対して組

合の枠を越えた地域の労組や団体、そして市民が共闘する運動を展開 

して大きなうねりを地域から巻き起こすことがより一層求められます。 

 

◆
あ
い
う
え
お 

 

＊分会センターや地域集会所を活用する群会議や諸行動は 3 密が避けられる運営と、マスク着用・手洗い・うがい・アルコール消毒など感染予防対策の徹底をお願いします。 

 



 

 

11/17・12/2 の午後は書記局会議のため、12/17 の終日は書

記局研修のため支部事務所を閉めさせていただきます。ご協力

お願いします。 

組合活動 機関会議 地域 その他

14 日 後継者イバライド交流会　主婦定例会 原爆写真展

15 月

16 火

17 水

18 木 足場作業主任者講習（支部開催）
後六役会議

19 金
足場作業主任者講習（支部開催）
総がかり行動　共済・拡大統一行動 納入日　財政部会

20 土

21 日
西東京支部健診
横田基地に反オスプレイ大集会 青年部企画スポーツ交流会

22 月 社保駅宣 ＰＡＬ役員会　組織部会

23 火
練馬あったか
フードバンク

24 水
本部登録
分会新加入者説明会（統一開催日）

25 木 消費税駅宣 分会長会議

26 金 賃金部会　技術部会

27 土

28 日

29 月 組織財政検討委員会

30 火 区民要求集会

組合活動 機関会議 地域 その他

1 水
中執
社保対部会　労対部会

2 木

3 金
四役
厚文部会　憲法部会

4 土

5 日
現場の安全学習会
女性健診・大泉生協病院健診 分会経験交流集会（本部）

6 月
主婦四役
後継者部会　税対部会

7 火 常任

8 水 執行委員会

9 木 憲法駅宣 教宣部会　主婦役員

10 金 六役会議

11 土

12 日 分会執行委

13 月
無料法律相談
自治体キャラバン学習交流集会 分会執行委

14 火

15 水

16 木

17 金

１２月

書記局会議…午後、事務所閉まります
仕事部会

書記局研修…終日事務所閉まります

１１月

書記局会議…午後、事務所閉まります

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

☑次回の「無料法律相談（弁護士対応）」       
【とき】12月 13日（月）午後 3時～ 

【内容】仕事からプライベートまで何でも個別相談 

【ところ】練馬支部会館 【申込】予約は支部担当者まで 

◆石綿関連法令の改正で事前調査が義務化◆ 

☑建築物石綿含有建材調査者のｾﾐﾅｰ・講習  

2022年 4月から①延床面積 80㎡以上の建築物解体工事、

②請負金額 100 万円以上の建築物の改修工事をする場合、

アスベスト含有の事前調査と報告が義務となり、2023 年 10

月からは有資格者等である「石綿含有建材調査者」による事

前調査が義務化となります（罰則規定有り）。施工する際には

従事するすべての作業者は「石綿特別教育」、管理者は「石

綿作業主任者」の資格が必要になることから組合 

では、調査者のセミナーと講習を開催します。 

 

石綿関連法令改正の内容、特に有資格者による事前調査の

義務化などの周知を目的としたセミナーです。＊各回同内容 

【とき】①11月 24日（水）午後 3時～午後 4時 30分 

    ②11月 30日（火）午後 6時 30分～午後 8時 

    ③12月 17日（金）午後 3時～午後 4時 30分 

   ④12月 17日（金）午後 6時 30分～午後 8時 

【内容】石綿則、大防法の改正・事前調査の方法・事前調

査の届出システム 

【申込方法】チラシ参照。QR コード、URL より 

【アクセス方法】Zoom が使用できる端末で視聴できます。

なお、11 月 24 日、30 日 

の 2 日間は支部で視聴可能 

【とき】12月 14・15日（2 日間すべてに参加が必要） 

【ところ】全建総連会館（新宿区高田馬場 2-7-15） 

【定員】50 人 【受講料】50,500 円 

【受講資格】石綿作業主任者講習修了者の組合員 

【内容】動画視聴、座学、試験 

＊詳細は支部担当者までお問い合わせください 

☑「土建国保料」の減免申請！〆切間近        
今年の収入が 2019 年または 2020 年と比べて 30％以上

減少している方は、土建国保の減免制度(最大 4 ヶ月)が申請

できます。申請期限は 11月 17日支部必着です。お早めに。

○秋の共☆済☆推☆進☆月☆間！○＊表面のつづき 

☑日本一の「どけん火災共済」で大きな安心              

どけん火災共済は、（年間掛金）木造住宅 3,000 円（鉄筋 1,500

円）で 500 万円の保障です。どけん火災共済は、安い掛金に

よる大型保障で火災だけでなく落雷による電化製品の故障

を含めた自然災害にも対応しています。もしもの時に備え

て、どけん火災共済を再確認して加入しましょう。 

➣魅力Ⅰ「 日本一安い掛金！しかも大型保障」 
→組合が直接運営することで安い掛金を実現 

 ➣魅力Ⅱ「地震災害見舞金で生活再建を応援」 
→建物最高 100 万円、家財最高 20 万円 

 ➣魅力Ⅲ「罹災者の立場に立った給付内容」 
→火災、自然災害はもちろん、お風呂の空だき・漏

水失火等の見舞金など幅広い保障内容 

 ➣魅力Ⅳ「建設作業者にピッタリ！作業場の加入も OK」 
→建築・増築中の建物、組合員が所有する別荘・貸

家も保障の対象 

☑「火災」とW 加入で安心「どけん地震共済」 

「地震共済」は、「どけん火災共済」に加入していないと

利用できません。これを機に住宅に対する保障を「どけん

火災・地震共済」へ一本化し、火災と自然災害のダブルの

備えを組合の助け合いの共済でおこないましょう。 

 ➣東京土建の「どけん火災共済」に加入している組合員 
→地震共済単独では加入できません 

➣組合員の居住する自家または賃貸住宅 
→別荘･別棟･貸家･事務所･作業場は加入できません 

➣同一の建物で契約できるのは 1人に限ります 
→同一世帯に組合員が複数いても加入は一軒に一人です 

➣掛け金は木造一口 165円/年･鉄筋一口 100円/年 

 ➣加入している火災共済と満期を合わせます 

➣口座登録が必須です 

➣地震共済の契約開始は掛け金を納付した翌月 1日以降 

 （上限は建物 200 口、家財 40 口） 

➣地震・噴火・津波・地震が原因の火災に対して保障 

 ➣加入口数は火災共済口数範囲内で自由に設定できます 

➣一口あたりの保障額は全壊 50,000～一部壊 1,500 円 

☑新規加入者へ特別プレゼント！        

秋の推進月間中、火災共済新規加入で保冷・保温バッグ

とデジタルキッチンスケールのセット。地震共済新規加入

でスタンド式デジタルクロックをお贈りします。 


